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   A study was made of the actual status of urinary tract infection induced by Serratia 
marcescens on a total of 88 patients who were admitted to our University Hospital in  1981-
1982, and in whose urines not less than  104/m1 of S. marcescens were found. An investigation 
into the background factors of these patients revealed that indwelling catheter, operation 
for malignancy and use of antibiotics were the major factors responsible for the infection. 
S. marcescens wa  found to coexist with P. aeruginosa in not a few cases. The pathogens were 
highly susceptible to ST compound preparations, DKB and GM, and the pathogens in only 
7 of the patients were tolerant to all of these antibiotics. None of the patients died of S. 
marcescens infection. 
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　 　 　 　 　 　 　 　 は　 じ　 め 　 に
　Serratia　marcescens(セラチ ア,霊 菌)は 弱 毒菌 で
あ り,尿 路 に 感 染 を 起 こす 場 合 に もprimary　infec-
tionとして 起 こす わ け で は な く,　opportunistic　in-
fectionとして 生体 の 弱 った 時 や 抗 生 剤,制 癌剤 な ど
の投 与 後 に 発 現 して くる こ とが 知 られ て い る.と きに
は,urosepsisをきた す こ と もあ るが1}4),多くは感 想
染 が あ って も無 症 状 で経 過 す る.
　 また,他 の菌 種 と混 在 しや す い こ とも よ く知 られ て
お り,尿 路 に カテ ー テ ル が 留 置 され て い る時 に 検 出 さ
れ る こ と も多 い5v8).セラ チ ア の感 染 が 全 体 に み とめ
られ る時 は 生 体 の 抵 抗 力 も減 弱 して い る こ とが 多 く,
容 易 に 弱 毒菌 で も全 身 的 障 害 を起 こ し うる条 件 下 に あ


















88例のS.marcescens感染例 の年 齢 お よび性 別 分 布
をTable1に 示 す.60歳 を 境 に ほ ぼ半 数 ずつ に な り,
症 例 の70%は 男 子,30%が 女 子 で あ る.
s・marcescens感染 をiO4/ml以上 の菌 数 とした が,
は じめ て 尿路 に 感 染 の起 こ った場 合,そ の菌 数 が どれ
くらい で あ っ たか と,単 独 感 染,混 合 感 染 の 比 率 を
Tab王e2に示 す.混 合 感 染 の ほ うが 多 く,約60%を 占
め る が,菌 数 は106,io7とい った 多 い菌 数 の 感 染 で
あ る こ とが半 数 以上 で あ る.
Table2には感 染 が 単 独 菌 に よる ものか 混 合 感 染 か
を示 した が,Table3に は 混 合感 染 に 関 与 す る他 の 細
菌 が1種 か 多 種 か を示 した.Table4は さ らにそ れ を
細 別 し菌 種 別 に した もの で,104を さか い に して菌 数
に よ って わ け て み た.ま た3種 以 上 の 混 合感 染 の うち
の1種 と して 現 わ れ た症 例 数 も記 した.グ ラム陰 性 樟
菌 が 多 く,中 で もP.aerugino∫aが最 多 で あ る こ とが
わ か る.
この よ うな&初 α瑠 膨 π∫ の 感 染 が 見 出 され た と き
の尿 所 見 をTable5に 示 す.尿 所 見 が正 常 の もの5
例,白 血 球数5コ 未 満5例,こ れ ら計10例の尿 所 見 は
病 的 とは言 え な い.?はS.marcescens検出 と同 じ日
に 尿 の遠 沈検 査 が な され て い な い症 例 を示 す.
Table6にはS.marcescens)b:104/ml以上 発 見 され
た と きの発 熱 の有 無 を 記 す.半 数 以 上 の症 例 で発 熱 は
な い.
Table7に何 科 で扱 っ て い る患 者 か らS.marcescens
の検 出が あ った か を 一覧 表 に した.外 科,内 科 の患 者
に 多 く,泌 尿 器科 の もの は1L4%で あ る.
Table8は科 別 で な く,器 管 系 統 別 の 原病 で あ る.
消 化 器,頭 蓋 内 の疾 患 が 多 く,全 身性 の疾 患 では 火 傷
が2例 で あ る.こ れ ら88例の うち,こ の調 査 期 間 内 に
死 亡 して い る患 者 は,28例(31.8%)と多 い.
Table9に これ ら88例 の うち,身 体 他 部 の検 体 か
ら もS.marcescensが発 見 され た症 例7例 を示 す.7.95
%に 当 る.
TablelOには 疾 患 を さ らに細 分 してみ た,中 枢神 経
系 疾 患26例,悪 性 腫瘍 を有 す る もの が35例,人 工肛 門
を有 す る もの13例,腎 復 を有 す る もの8例 で あ った.
Tablellには 尿 路 の カテ ー テ ル留 置 の 有 無 を記 し
た.S.marcescensの発 見 され た 時点 で,カ テ ーテ ル が
2ヵ 月 以 上 入 って い た もの16例,2ヵ 月 以 内32例,カ
テ ー テル を 留 置 して い な い もの は32例で,そ の うち カ
テ ー テル 留 置 の既 往 のあ る もの は11例,カ ル テ記 載 上
S.marcescensの出た 当 目に カ テ ー テ ルが 入 っ て い た か
い なか 不 詳 な もの8例 で あ った.す なわ ち,カ テ ー テ
ル 留置 の既 往 のあ る もの は57例,67%を 占め て い る.
Fig.1には検 出 した3.marcescensのデ ィ ス ク感 受 性
を示 す.検 査 株 数 は84株で,す べ て 異 な る患者 か ら検
出 され た 菌 で あ る.デ ィス クで(升)以 上 を感 受 性 あ
りとみ な した.す べ て の薬 剤 に 感 受 性 の な い株 は7株
であ った.
Table12にはS・marcescens感染 が 発 生 す る直 前 に
使 用 して い る薬 剤 を 記 した.直 前 に 抗 生 剤 な どの 使 用
の な い の はII例で,そ の 他 は 直前 まで な ん らか の 薬 剤
が投 与 され て お り,そ の 中 で も抗菌 薬 の使 用 例 が ほ と
ん どで あ る.
Table1.S.marcescens感染 例 の年 齢 お よ
び性 別 分布

































Table2.S.marcescens;惑染 の 菌 数
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Table5.S・marcescens感染 の時 の尿 沈 渣
中 白血 球数
Table8.S.marcescens感染 の基 礎

















頭 蓋 内 疾 患
消 化 器 疾 患
頚 部 疾 患
呼 吸 器 疾 患























Table9.他部 のSerratia感染 の共 存
Table7.s.marcescens感染




































































































Fig・1・s・marcescensの薬 剤 感 受 性
Table12.Serratia感染 発 生直 前






























Table1に示 され た ご と く,S.marcescens尿路 感 染
の年 齢 お よび 性 別 分 布 は成 人病 の発 生 頻 度 分 布 に類 似
して い る.S.marcescensの感 染 は,opportunistic
infection,terminalinfectionであ り,病 原 菌 と し て
と くに 注 目 さ れ る よ うに な っ た の は1962年以 後 で あ
る皇。).
そ の 後,各 種 の抗 生 剤 の開 発,広 範 囲 の使 用 に よ り,
この よ うな 弱 毒菌 が 感 染 症 の原 因 に な り,ま た 院 内感
染 の 原 因菌 と して,注 目 され る よ うに な って きた.た
しか に 尿 か らS.marcescensが検 出 され る と きの 菌 数
はTable2に は104/ml以上 のみ を採 用 して あ る が,
106,107のよ うな多 数 で あ る こ とが 多 い.ま たTable
3の ご と く,単 独 感 染 よ り混 合 感 染 の ほ うが多 く,そ
の場 合 に はP.aeruginosa,S.faeealisとの 混合 の 症例
が 他 よ りも断然 多 くな って い る(Table4),各 個 の
症 例 に つ い て こ まか く検討 は して い な いが,東 海 大学
病 院 で は いわ ゆ る第3世 代 の セ フ ァ ロス ポ リ ンが 発 売
され てか ら,そ の 使 用 量 は きわ め て多 く,そ の発 売 前
に は大 量 療 法 が 広 くお こなわ れ て い た事 実 か ら考 え,
これ ら以外 の 細 菌 感 染 が あ った も のが 菌 交 代 と し て
S.marcescensとそ の 他 の菌 を残 した 症 例 が 多 い こ とが
想像 され る.こ の点 に 関 して は現 在 異 な った 年 代 の統
計 を と るな ど して解 析 中 であ る5・s・11).
しか しな が ら,こ れ ら の感 染 の あ る と きの 尿 中 白血
球数 はTable5のご と くで,十 分 尿 路 感 染 が成 立 して
い る と考 え られ る菌 数 が あ っ て も 白血 球 数 は 一 視 野5
コ以下 の正 常 の もの が10例 もあ る.す なわ ち,S,mar-
cescensが感染 してい て も,生 体 反応 と して の 炎 症性 所
見 がみ られ に く く,細 菌尿 だ け の 症 例 もあ る.ま た,
Table6のご と く発 熱 のあ る よ うな,上 部 尿路 や 副性
器 の感 染 を 疑 わ せ る例 も約1/4で あ る.
複 数 菌 感 染 が 多 い,混 在 菌 と して はP.aeruginosa
が 多 い とい う傾 向 は,す で に セ ラチ ア研 究 会12)や,
岸5),上領8)などの報 告 に もみ られ て い る.し か しな
が ら,&勲 伽 傭 が混 在 菌 と して 目立 って きた の は 今
回 の統 計 の特 微 と思わ れ る.
Table7～IOをとお して み る と,外 科 的 疾患 の患 者
'iftS・marcenaensの感 染 が多 い こ とが よみ とれ,と くに
術 後 の患 者 に 多 い傾 向が あ る・88例中,こ の調 査 期 間
内に 死 亡 して い る ものが28例あ り,23%の 死 亡 率 で あ
る.こ の こ とは,か な り重 篤 な 症 例 に3.marcescensの
感 染 の多 い こ とを 推 定 させ る・ 頭 蓋 内疾 患 の 内 容 は脳
卒 中 と頭 部 外 傷 が ほ とん ど で あ り,消 化 器 疾 患 で は 胃
癌 ま た は直 腸 癌 の 術 後再 発 が 多 い.こ れ らは ほ とん ど
宮 北 ・ほ か:5.marce∫cens・UTI
が 尿 路 に カ テ ー テル を 留 置 され,寝 た き りの 状 態 で あ
る.そ れ な らば 身体 他所 か らもS.marcescensが出 る
か を み る とTable9のご と く7例 に しか み られ て い な
い.尿 路 に 限 局 して感 染 の あ る も のが 多 い が,と きに
菌 血 症 を起 こ して い る こ とが 注 目 され る.も う1つ の
因 子 と して院 内感 染 が 考 え られ るが14、16),ICUへの
出入 り,病 室 の移 動 がか な り頻 繁 な患 者 が あ り,こ れ
に つ い て の資 料,つ ま り患 者 の位 置 関 係,看 護 業 務 の
流 れ の 関 係 な どに つ い ては 資 料 が 得 られ な か った.
泌 尿器 系 疾 患 では 尿 流 通 過 障 害 の あ る 例 に&躍 伽
cescensの感 染 が起 こる もの といわ れ て い るが5・6・15・17),
当院 の 泌尿 器 科 で扱 った10例は,す べ て カテ ー テ ルを
留 置 した 後 の感 染 で あ り,原 病 とS.marcescens感染
の 関連 は 明瞭 で なか った.
患 者 の病 態 とS.marcescensの関係 の 深 い もの を さ
らに み た も の では,人 工 肛 門,腎 塵 な ど を有 す る もの,
悪 性 腫 瘍 を 有 す る もの,こ れ らを あわ せ もつ もの な ど
が多 い といえ よ う.
カ テ ー テル 留 置 とS.marcescensma染の関 連 は,よ く
言 わ れ て い る こ とで あ るが,Tablellのご と く,カ テ
ー テル を 現在 入 れ て い な い もの が32例,そ の中 で も カ
テ ーテ ル を入 れ て いた とい う既 往 の あ る ものがll例あ
るの で,そ れ らを除 くと カ テ ー テ ル と無 関 係 で あ った
症 例 は21例,23,9%,4分の1以 下 に な る.不 明 の 症例
は 細菌 検 査時 に カ テ ー テ ルが 入 って い た か い なか 記 載
上 不詳 の も の を ま とめ た.す な わ ち,S.marcescensの
尿 路 感 染 は,尿 路 カ テ ー テル 留 置 と深 く関連 し て い る
と結 論 さ れ る.上 領 に よ る と カテ ー テ ルを 留 置 して か
ら8日 以 内にS.marcescensが検 出 され は じめ る例 が
多 い そ うで,カ テ ー テ ル 留 置 の関 係 して い る 率 は,
岸5),上領8)の報 告 して い る率 と差 が な い.た だ,わ
れ わ れ の デ ー タで は カ テ ー テ ル留 置 期 間 の長 い ほ ど
s.marcescensの感 染 は多 く,上 領8)の 報 告 とは 相 異
して三 方13)の報 告 と 同 じよ うな 傾 向 で あ った.
検 出 され たS.marcescensの薬 剤感 受 性OIFig.1に示
した よ うに 他 の 施 設 か らの 報告 に 比較 す る と一 般 的 感
受性 が 良 い.と くに,GM,DKB,ST合 剤 では 半 数
以上 に 感 受 性 が あ り,こ こに 記 した す べ て の薬 剤 に 感
受 性 の な い 株 は77株中7株,9.1%oの み であ った.ま
た,SBPC,CP,NAの 感 受 性 も比 較 的 高 く,清 水
ら16)が総 合 的 に 報 告 したMICの デ ー タに 大 体 対 応
して 考 え て も,当 院 のS.marcescensには か な り感 受
性 が残 っ て い る と 思 わ れ る.GM耐 性 の株 に つ い て
はAMK,DKBの 感 受 性 が し らべ てあ るが,耐 性
株 でAMKに 感 受 性 の あ っ た のは1株 で,む しろ











正981年お よび82年に 尿 か ら分 離 され たS.marcescens
に つ い て検 討 し,こ の感 染 が 宿主 側 要 因 が低 下 し,カ
テ ー テ ルを 留 置 して い る とい う例 に 多 いが,そ れ に対
す る生 体 反 応 は 徴 弱 で,発 熱や 膿 尿 を きた さぬ こ とが
多 い こ とが わ か った.ま た複 数 菌 感 染 と して存 在 す る
こ とが 多 く,そ の時 の混 在 菌 に はP.aeruginosa,S.
faecalisがと くに 多 い.
S.marcescensが生 命に 危 険 を お よぼ す よ うな症 状 を
呈 す る こ とは まれ で あ るが,逆 に 余 後 の 悪 い よ うな症
例 に はS.marcescens感染 が 多 い とみ られ る.
薬 剤 感 受 性 はGM,DKB,ST合 剤 な どが 高 く,




2)新 村 研 二 ・森 口隆 一 郎 ・名 出頼 男:腎 外 傷 後 の セ
ラ チ ア敗 血 症 の1例.臨 泌35:265～268,1981
3)和 志 田 裕 人 一上 田 公 介:Serratiaによ るSepsis
の1例.西 日泌 尿39:lI3～116,1977
4)福 谷 恵 子 ・篠 原 充 ・岸 洋 一 ・河 村 毅 ・小磯
謙 吉:前 立腺 摘 除 術 後 セ ラ チ アに よ る敗血 症 を来
した1症 例.臨 泌31・255～258,1977
5)岸 洋 一 ・高安 久 雄=セ ラ チ アに よ る尿路 感 染症
の 臨床 的 検 討.臨 泌31127～32,1977
6)清 水 喜 八 郎 ・奥 住 捷 子 ・人 見 照 子 ・長 野百 合 子 ・
千 葉 房 子 ・千 葉 純 江 。大 塚 正和 ・坂 上 ノ リ子=セ






8)上 領 頼 啓 ・酒 徳 治 三 郎:尿 路Serratia感染 症 の
統 計 的 観 察.泌 尿 紀要29:401～410,1983






il)松岡 俊 介 ・高 井修 道:尿 路 セ ラチ ア感 染 症 の 臨 床
像 に 就 い て.日 泌尿 会 誌67:439～443,1976
12)上田 泰 ・石 山俊 次 。坂 崎 利 一 ・川名 林 治 。原
耕 平 ・副 島 林造 ・島 田 馨 ・佐 久 一枝 。紺 野 昌 俊
・西 浦 常 雄 ・石 神嚢 次 ・近 藤 捷 嘉 ・柴 田清 人 ・斉
藤 厚 ・清 水 喜 八郎 ・辻 明 良 ・五 島 瑳 智子:
Serratiamarcescensに開す る 基 礎 的 臨 床 的 研
究 第1報.Chemotherapy27=841～847,
1979
13)三方 律 治 。本 間之 夫 ・小 松 秀 樹 ・木下 健 二 ・佐 久
一 枝 ・加 場 忠 ・セ ラ チ アに よ る尿路 感 染 症 の 臨




15)藤村宣 夫1尿 中分 離Serratiamarcescensの血
清 型 別 検討.西 日泌尿41:653～659,1799
16)那須 勝 。斉 藤 厚 ・提 恒 雄 ・岩 永 正 明 ・広 田
正 毅=Serratia感染 症 に 関 す る 臨 床 的 研 究.最
新 医学31=1370～1375,1976
17)植田 覚=泌 尿 器 科 入 院 患 者 に お け る尿 中 分 離 菌,
と くにSerratia感染 症 に つ い て の臨 床 的 検 討.
西 日泌 尿42:57～61,1980
18)森下 英 夫:臨 床 材 料 よ り分 離 したSerratiamar-
cescensの血 清 お よび フ ァー ジ型 別 な らび に 薬 剤
耐性 に つ い て.日 泌 尿 会 誌711313～1327,
1980
19)猪狩 淳 一 ・小酒 井 望 。小 栗 豊 子:Serratiaに
よる菌 血 症 の臨 床 的 細菌 学 的検 討,感 染症 誌54:
425～431,1980
(1983年7月28日受 付)
